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方針

一、地域社会にねざし、信頼され、愛される福祉施設をめざす。

一、利用者様の安全、安心、満足度の向上を継続的に図る。

一、職員ひとりひとりの資質・能力を高め、最善の介護サービスを提供する。

目標

・みんなのアイディアで職場環境を改善しサービスを向上しよう

・プロ意識の向上

法人の理念

施設理念 

１．笑顔で挨拶、やさしい言葉をかけましょう 

（１）挨拶は自分の方から明るい声で言いましょう 

（２）名前を呼んでやさしい声かけをしていきましょう 

２．親切で思いやりのある態度で接しましょう 

（１）入所者の方から言われる前に直ちにかけより 助けようとする姿勢が大切です 

（２）同じことを何度も繰返し聞かれた時、わかり易く丁寧にお答えいたしましょう 

（３）一人一人の個性を大切にし、その人のペースに合わせましょう 

（４）心身の状態を常に観察し、変化を早めにとらえ 適切な対応をしていきましょう 

３．今日も一日 元気で頑張りましょう 



当法人は、多様な福祉サービスがその利用者様の意向を尊重して総合的に提供されるよう、利

用者様が個人の尊重を保持しつつ、自立した生活を地域社会で営むことが出来るよう支援す

る。

第一種社会福祉事業

 ・介護老人福祉施設 「特別養護老人ホーム シルバーハイツ宮崎」

第二種社会福祉事業

 ・老人短期入所事業

 ・認知症対応型共同生活介護

公益事業

 ・福祉有償運送

Ⅰ満足度の向上

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、感染予防の徹底と満足いただけるサービスの

提供に努める。

Ⅱ各委員会の設置

各委員会の設置目的、行動目的、達成すべき事項を職員が自覚し、能動的に活動する。

令和 4年度より、新たに「先進的介護検討委員会」を設ける。（また「入浴委員会」は「先
進的介護検討委員会」と統合する。）先進的介護の実現に向けた取組、業務改善を検討する。

既存のロボットの活用促進。基礎知識を学び、現場での活用を提案する。科学的介護情報シ

ステムの活用でケアのあり方を探る。

Ⅲサービスの質の向上

 ・科学的介護情報システム「LIFE」・・・科学的介護に裏付けられた自立支援・重度化防止
に資する質の高いサービス提供の推進を目的とし、LIFEを用いた厚生労働省へのデータ
提供とフィードバックの活用による PDCAサイクル、ケアの質の向上を図る取り組みを確
立していく。

・ご利用者様のご要望を積極的に取り入れて、排泄ケア及び口腔ケアに重点を置いた介護サ

ービス計画書を策定し、適切なサービス提供を行っていく。

法人の経営方針

法人の事業

事業方針



 ・介護サービス計画書に則り、個々のニーズに即した具体的なサービスを提供し、生活の自

立向上を図っていく。

 ・ご利用者様の機能訓練を通し、生活の自立向上を目指す。

 ・面会の制限等で利用者様の不安を少しでも払拭できるよう、理念に沿った言動に努める。

Ⅳ施設と地域社会の交流

 ・昨年度地域交流のため、「ひまわり公園」が設置されたので、新型コロナウイルス感染症の

感染状況を確認しながら、入所者と近隣の方との交流を図る。

・感染が全国的に収束したら、ボランティアを受け入れ、近隣の保育所、小学校、中学校と

の交流を促進し、地域交流の場を広げていく。（新型コロナウイルス感染症の感染状況を確

認しながら）

 ・広報紙やホームページに、施設の内容等をお知らせする事により、施設への理解を深めて

いただく。（情報提供及び公開）

 ・防火及び防災の訓練に近隣の方にも参加していだき、非常時の連携を確認する。

Ⅴ法人事業の周知及び情報公開

・ホームページを活用することにより、法人事業の周知及び情報公開を図っていく。

Ⅵ感染症・災害時における危機管理対策

・感染症の発生及び蔓延等に関する取組の徹底、指針の整備、研修の充実、訓練。「感染対策

委員会」においては、BCP策定における研修と一体的に計画、実施する。
・所管消防署等の協力を得て、訓練内容の充実や日常的啓発を図り、地震や火災、又は水害

等の非常時におけるご利用者様の安全確保に努める。（地域連携）

 ・「防火防災委員会」においては、BPC策定における研修と一体的に研修を計画、実施す
る。

令和 4年度における理事会及び評議員会を下記の予定で開催する。
5月  監事監査
5月  理事会          令和 3年度事業報告及び決算報告等
6月  定時評議員会       令和 3年度事業報告及び決算報告 

10～12月           中間報告、補正予算等（必要に応じて）

3月  理事会          令和 5年度事業計画、収支予算

理事会・評議員会の開催



引き続き、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の徹底が必要であると同時に、利用者様に

長期の面会制限をお願いしている。WEB面会の実施を継続する。ワクチン接種などで感染リ
スクと重症化リスクを減らし、臨機応変に対応を考えていく。

①自立支援・重度化防止に資する質の高い介護サービスの実現

・要介護状態による必要なサービスを提供し、有する能力に応じ自立した日常生活を営む支援

を図り、重度化防止に資する。

・外部リハビリ専門職との連携

・褥瘡の発生予防のための管理や排泄に介護を要する利用者への支援に対する評価

②多様な人材の確保と生産性の向上

・介護人材の確保は重要な課題である。またサービスの質や働き方改革との関係に留意しつ

つ、専門性に応じた人材の有効利用やロボット技術・ICTの計画的活用。
外国人技能実習生の受け入れ計画、準備。

③介護サービス適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

介護保険制度の安定性・持続可能性を高めるため、評価の適正化・重点化や、報酬体系の簡素

化を進めていく事が必要であり見直しを図る。

以上の概要を充分理解し、当法人事業においても将来的な新規加算の取得に向けサービスの向

上を図ることとする。

１．満足度の高い施設作り

  ご利用者様およびご家族様から喜ばれる施設作りを目指す。地域特性のニーズ等を十分把

握し、顧客確保に努め、効率的運営を行っていく。

２．職員の処遇

  職員が事業に邁進できるよう処遇改善に努める。また、職員によりサービス提供に格差が

生じないように各種マニュアルを整備し随時見直す。

３．協力医療機関との連携

  相木病院、丹原歯科との連携により、医療面の充実、保健、医療、福祉の一体運営を目指

す。

４．個人情報保護

  「個人情報の保護に関する法律」に基づき、ご利用者様の個人情報保護に努める。

５．リスクマネジメント

令和 4年度事業計画骨子

運営方針



  ヒヤリハットを集計・分析し、リスク軽減とヒューマンエラー防止を徹底する。

６．充当資金の確保

  昨年に引き続き修繕費等に予算執行が見込まれるので、設備機器の老朽化に備え充当資金

の確保を図る。

７．経費削減

原油の高騰が続いている。無駄な使用をしないように周知する。

特別養護老人ホーム介護サービス実施計画

ご利用者様の身体的・精神的・社会的自立を高め、生きがいのある生活を送って頂けるよう

に、ケアプランの充実を図りつつ、個別ニーズに応じてサービスが提供できるよう努めてゆく

ものとする。

１．ケアプランの策定

ケアプラン策定は、看護職員、介護職員、管理栄養士、機能訓練指導員、相談員

兼介護支援専門員と協議検討の上設定し、更に各フロアー単位で各職員に周知徹底を

図るものとする。

２．介護サービス計画

・ADLの拡大と QOLの向上
ADLの把握、個別機能訓練の実施

 ・地域社会との交流

 ・ご利用者様の医療的管理

 ・ご利用者様の栄養管理及び豊かな食生活の充実

３．介護サービス計画

 委員会設置目的及び組織構成 

各委員会で委員長を決定し、各々の課題に取り組んでいく。

 それぞれの委員会において年度における目標を設定し、取り組む（PDCA）
委員会名 活動目的 活動内容

事故防止委員会 リスクケアマネジメント ヒヤリハット・事故報告書分析等

喀痰吸引(口腔内・鼻腔内)・
胃ろう安全対策委員会

痰の吸引等が必要な方の事故

防止

安全管理体制とリスクマネジメン

トの対応策等

防火・防災委員会 防火・防災訓練 避難訓練の計画、実行等

感染対策委員会 衛生管理について 感染予防対策及び発生時の対応の

立案等

安全衛生委員会 職場環境の整備、職員の安全

衛生

職場の巡視、健康診断、ストレス

チェック実施等

実施計画



教育委員会 職員研修、資格取得 研修計画及び実施、新人職員の育

成計画等

入所判定委員会 入所の公平性と透明性の確保 入所判定基準に基づき入所順位名

簿を作成等

第三者委員会 苦情への適切な対応 第三者委員の方への報告、話合い

等

用度委員会 物品購入管理 日々の購入管理、業者評価等

サービス向上委員会 広報、業務改善 広報誌の発行、ホームページ作

成・更新等、施設の課題検討等

介護技術向上委員会

 褥瘡委員会 褥瘡防止について 褥瘡予防及び発生時の対応等

 人権擁護・虐待防止委員会 虐待防止について 虐待の定義について研修等

 身体拘束適正化検討委員会 身体拘束廃止の現状と改善 身体拘束についての研修等

 排泄委員会 排泄パターンの把握 利用者様の排泄パターンの把握等

 口腔ケア委員会 口腔ケアによる健康維持 口腔ケアのサポート等

 認知症委ケア員会 認知症の理解 認知症に関する研修等

 先進的介護検討委員会 ICT、ロボットを活用した介
護による業務改善

基礎知識の習得、導入計画、検証

等

４．クラブ活動

 ご利用者様の生活の質の向上を目指し、「生きがい」作りを目指していく。

活動内容

 ・生け花クラブ

５．リハビリテーション

 ご利用者様の状態把握に努め、生きがいのある生活を送っていただけるように関連

部署との連携を密にし、生活向上が図れるように支援していく。また、ケアプラン策

定に対してのアプローチを行う。

 個別機能訓練が必要なご利用者様に対しては、個別に訓練を実施することで、次の

目標が達成できるよう努め、策定ケアプランが効果的に反映されるよう努める。

６．行事について

 令和 3年度も新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大し、ご家族やボランテ



ィアの出入りを制限し、行事も中止とした。令和 4年度も同様に収束が見込めないの
で、行事については、その都度感染状況等を確認し、実施について判断する。また、

このような状況下でも、趣向を凝らした行事を計画していく。

短期入所生活介護サービス実施計画

介護保険法による短期入所生活介護事業者の指定申請に基づき、次の事業を実施す

る。

（１）ご利用者様のニーズをより的確に把握し、リピーターの確保に努めると共に、

稼働率 95％以上を目標に事業を推進していく。
（２）地域ニーズを反映し、利用者様獲得を行っていくが、同時に介護予防の動向、

及びニーズを踏まえて、柔軟に対応していく。

（３）個人情報保護に関する法律、及び介護保険法について職員に周知徹底を図って

いく。

（４）契約締結にあたって、担当者及び相談窓口を明確にし、個々のニーズに即応で

きるよう体制作りを進める。

（５）ご利用者様が住み慣れた地域で生活できるよう情報提供を行うと共に、各関係

機関との連携を図る。

（６）短期入所生活事業での送迎に関しては、安全の徹底を図り、事業全体として取

り組んでいく。

認知症対応型共同生活介護サービス実施計画

認知症になって自立した生活が困難になった利用者様に対して家庭的な環境のもと

で、心身の特性を踏まえ、認知症状の緩和や悪化の防止を図り、尊厳ある自立した日

常生活が送れることができるように支援する。ご本人の希望・意思を尊重し、その方

の立場に立ったサービスの提供に努める。

福祉有償運送サービス実施計画

介護を必要とする高齢者や障害のある方などいわゆる、「移動制約者」を対象とした有

償運送サービスであり、地域の方から依頼があった場合、送迎スケジュールを管理

し、有償にて送迎する。


